すれば、 あんまり、 あま 過ぎます。 吉田 首相 は 去年の 

秋 頃、 読売 新聞の 馬場 社長と 対談の 中で、 日本の 将来 

について、 先ず 「外国人の 安住の 地に」 したいと 云う 

意味の 事 を 話して いました。 (国内で は 何 万の 人々 を 

首切りながら) 私 は その 一 言が どうしても 忘れられ ま 

せん。 日本 は 日本の 人民の 祖国で あり、 皆が そこで 真 

面目に 働いて、 愛する 土地での 生活 を 美しく、 人間ら 

しくした いと 願って いるので す。 

講和の 出た 去年の 十一 月下 旬、 新聞が 集めた アン 

ケ— ト では 面白い 事に、 警視総監の ような 政府の 役人 

と 株屋と 徳川夢 声 等が 単独講和 でも 早い ほうがよ いと 
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